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日本刑法における傷害概念と精神的障害
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一
　
は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

二
　
日
本
に
お
け
る
議
論
の
経
過
と
現
状

　
㈠
　
学
説
に
よ
る
議
論
に
つ
い
て

　
㈡
　
主
な
判
例
及
び
裁
判
例
に
つ
い
て

　
㈢ 

　「
改
正
刑
法
草
案
」
に
お
け
る
傷
害
罪
関
連
規
定
と
精
神
的
障
害

三
　
比
較
法
的
検
討
で
得
ら
れ
た
内
容
（
要
旨
）

　
㈠
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
議
論
か
ら

　
㈡
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
か
ら

四
　
若
干
の
検
討

　
㈠
　
本
稿
の
基
本
的
立
場
に
つ
い
て

　
㈡ 

　
文
理
上
の
疑
義
に
つ
い
て

　
㈢
　
傷
害
罪
及
び
各
種
致
傷
罪
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て

　
㈣
　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
該
当
性
に
つ
い
て

五
　
お
わ
り
に
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悠
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に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
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一
　
は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

　
本
稿
は
、
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
に
精
神
的
障
害
は
含
ま
れ
る
の
か
（
あ
る
い
は
、
人
の
精
神
が
傷
害
罪
や
過
失
傷
害
罪
、
各
種
致
傷
罪
の

保
護
法
益
な
の
か
）
と
い
う
問
題
に
関
す
る
、
日
本
の
議
論
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
で
は
、
こ
の
問
題
を
「
精
神
的
障
害
の
傷

害
該
当
性
」
と
も
い
う
。）。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
、
比
較
法
的
な
研
究
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
議（
1
）論及

び
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議（
2
）論

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
沿
革
的
・
系
譜
的
な
研
究
と
し
て
、
傷
害
罪
を
規
定
し
た
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
立
法
趣
旨
に
つ
い

て
、
そ
の
前
身
で
あ
る
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
立
法
過
程
に
遡
っ
て
検
証
を
行
っ（
3
）た。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
検
討
・
検
証
に

引
き
続
き
、
現
行
刑
法
（
明
治
四
〇
年
法
律
第
四
五
号
）
の
成
立
後
の
日
本
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
し
て
、
精
神
的
障
害
の

傷
害
該
当
性
に
関
す
る
本
稿
の
基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
す
る
。
こ
れ
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
二
章
で
は
、
学
説
に
よ
る
議
論
及
び
主
な
判
例
・
裁
判
例
を
概
観
し
、
現
行
刑
法

成
立
後
の
日
本
に
お
け
る
議
論
の
経
過
と
現
状
を
確
認
す
る
。
次
に
、
第
三
章
で
は
、
比
較
法
的
検
討
に
よ
り
得
ら
れ
た
内
容
、
と
り
わ

け
日
本
法
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
資
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
。
続
い
て
、
第
四
章
で
は
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
及
び
従

前
の
検
討
・
検
証
を
踏
ま
え
て
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
関
す
る
本
稿
の
基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
す
る
。
最
後
に
第
五
章
で
は
、

本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
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二
　
日
本
に
お
け
る
議
論
の
経
過
と
現
状

㈠
　
学
説
に
よ
る
議
論
に
つ
い
て

　
日
本
に
お
い
て
は
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
を
肯
定
す
る
見
解
、
す
な
わ
ち
精
神
的
障
害
も
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解

が
従
来
か
ら
の
通
説
的
見
解
で
あ
る
（
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
「
精
神
症
状
包
含
説
」
と
も
い（
4
）う。）。
し
か
し
、
比
較
的
最
近
に
な
っ

て
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
こ
と
に
反
対
す
る
見
解
や
疑
問
を
呈
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
以
下
で
は
、

こ
の
よ
う
な
見
解
を
「
身
体
症
状
限
定
説
」
と
も
い（
5
）う。）。

　
本
節
で
は
、
ま
ず
、
精
神
症
状
包
含
説
の
主
張
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
身
体
症
状
限
定
説
の
主
張
や
論
拠
を
確
認
す
る
。

1　

精
神
的
障
害
を
直
截
的
に
傷
害
概
念
に
含
め
る
見
解

　
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
、
身
体
的
な
い
し
器
質
的
な
原
因
が
な
く
て
も
（
あ
る
い
は
そ
の
証
明
が
な
く
て
も
）、
直
截
的
に
傷
害
で
あ
る
こ

と
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ（
6
）る。

　
こ
の
見
解
は
、「
傷
害
」
と
は
「
身
体
ノ
機
能
ノ
悪
化
ヲ
謂
フ
」
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「（
１
）
身

体
ニ
機
質
ト
機
能
ト
ノ
別
有
リ
、
機
質
ヲ
損
壊
ス
ト
雖
モ
其
部
分
及
ヒ
其
他
ノ
部
分
ノ
機
能
ニ
悪
化
ヲ
生
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
傷
害
ニ
非
ス
、

毛
髪
、
爪
端
ヲ
裁
断
シ
疾
病
創
傷
ヲ
伴
ハ
サ
ル
類
是
ナ
リ
」、「（
２
）
機
質
ヲ
損
壊
セ
ス
シ
テ
機
能
ヲ
悪
化
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
否
ヤ
ニ

付
テ
ハ
医
家
、
生
理
家
ニ
仍
ホ
定
説
無
シ
刑
法
ノ
範
囲
ニ
在
リ
テ
ハ
必
ス
シ
モ
此
問
題
ヲ
解
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
、
機
能
ヲ
悪
化
シ
タ

ル
事
実
有
ル
ニ
於
テ
ハ
機
質
ヲ
損
壊
シ
タ
ル
証
拠
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合
ニ
於
テ
モ
亦
傷
害
ナ
リ
剖
見
上
脳
ノ
物
質
ノ
毀
損
ヲ
立

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

証
ス
ル
能
ハ
サ
ル
種
類
ノ
精
神
病

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

等
此
ニ
属
ス
」（
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
同
じ
。
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）。
こ
れ
は
、
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「
傷
害
」
の
本
質
的
要
素
を
機
能
障
害
に
求
め
、
身
体
的
・
器
質
的
な
原
因
の
不
明
な
精
神
病
あ
る
い
は
身
体
的
・
器
質
的
な
原
因
が
証

明
で
き
な
い
よ
う
な
精
神
病
で
あ
っ
て
も
、
機
能
障
害
と
い
う
側
面
か
ら
傷
害
概
念
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
主
張
す
る
見
解
と
い

え
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
学
説
の
状
況
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
生
理
機
能
に
は
身
体
的
機
能
の
み
な
ら
ず
精
神
的
機
能
も
含
ま
れ
る
」、「
健
康

状
態
に
は
身
体
的
健
康
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
健
康
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
等
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
機
能
を

害
し
、
精
神
的
健
康
を
不
良
に
変
更
す
る
こ
と
も
傷
害
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
」
と
す
る
見（
7
）解や
、「
判
例
・
学
説
が
、

生
理
的
機
能
（
生
活
機
能
）
の
障
害
・
健
康
状
態
の
不
良
変
更
と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
は
身
体
的
機
能
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
機
能
に
障

害
を
与
え
る
こ
と
も
含
め
て
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
見（
8
）解、「
健
康
状
態
の
不
良
変
更
と
い
う
意
味
で
の
生
理
的
機
能
の
障
害
に
は
、

身
体
的
機
能
の
障
害
だ
け
で
な
く
精
神
的
機
能
の
障
害
も
含
ま
れ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
」、「
精
神
機
能
の
障
害
が
傷
害

に
当
た
り
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
」
と
す
る
見（
9
）解な
ど
、
精
神
的
障
害
を
端
的
に
傷
害
概
念
に
含
め
る
見
解
が
多
い
状
況
に

あ
）
10
（
る
。

2　

精
神
作
用
を
神
経
作
用
と
同
義
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
見
解

　
も
っ
と
も
、
学
説
の
中
に
は
、
精
神
作
用
な
い
し
精
神
的
障
害
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
見
解
も
あ
）
11
（
る
。

　「
神0

経0

作
用
即
チ
精
神
作
用

0

0

0

0

0

0

0

0

モ
亦
生
理
上
身
体
機
能
ノ
一
種
ト
解
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
精
神
作
用
ニ
障
碍
ヲ
与
フ
ル
場
合
モ
亦
身
体
傷
害
ナ

リ
ト
解
ス
ヘ
キ
コ
ト
言
ヲ
俟
タ
ス
。
例
ヘ
ハ
頭
痛
ヲ
与
ヘ
又
ハ
失
神
セ
シ
メ
又
ハ
精
神
病
者
ト
為
サ
シ
ム
ル
場
合
ノ
如
シ
。」（
傍
点
は
筆

者
に
よ
る
。）

　
こ
の
見
解
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
表
現
上
は
、
精
神
作
用
と
身
体
的
・
器
質
的
部
分
で
あ
る
神
経
の
作
用
と
を
同
義
の
も
の
（「
精
神

的
障
害
＝
神
経
の
障
害
」）
と
考
え
る
見
解
と
理
解
で
き
）
12
（

る
。
し
か
し
、
現
時
点
に
お
い
て
も
な
お
、
精
神
的
障
害
と
神
経
（
や
脳
）
の
障

害
と
を
全
く
同
義
の
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
こ
の
点
が
ま
さ
に
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
13
（

る
。
な
お
、
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こ
の
見
解
は
、
次
に
み
る
見
解
と
は
異
な
り
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
つ
い
て
特
に
疑
問
は
示
し
て
い
な
）
14
（
い
。

3　

精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
こ
と
に
反
対
す
る
（
疑
問
を
呈
す
る
）
見
解

　
こ
の
見
解
の
代
表
的
論
者
は
、「
傷
害
罪
は
『
身
体
』
に
対
す
る
罪
で
あ
っ
て
、
精
神
に
対
す
る
罪
で
は
な
い
か
ら
、
単
に
『
精
神
の

健
康
』
状
態
の
不
良
変
更
や
、
生
理
的
機
能
と
は
い
い
え
な
い
『
精
神
的
機
能
』
の
障
害
だ
け
」
で
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
主
張
す
）
15
（

る
。

　
当
該
主
張
の
内
容
を
よ
り
詳
し
く
確
認
す
る
と
、
①
精
神
と
生
理
と
は
別
の
も
の
、
少
な
く
と
も
別
次
元
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
も

し
傷
害
罪
の
保
護
法
益
に
精
神
が
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
不
安
・
う
つ
・
恐
怖
・
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
支
配
さ
れ
、
あ
る
い
は
促
わ
れ
た
と

き
に
、
そ
れ
だ
け
で
傷
害
罪
が
成
立
し
か
ね
な
い
こ
と
、
③
刑
法
は
精
神
・
心
理
・
感
情
の
領
域
を
生
命
・
身
体
等
と
は
区
別
し
て
保
護

し
て
い
る
こ
と
、
を
論
拠
と
し
て
、「
生
理
的
機
能
」
に
精
神
的
機
能
は
含
ま
れ
ず
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
と
し
て
の
「
健
康
」
と
は
身

体
の
健
康
を
意
味
す
る
、
と
主
張
し
て
い
）
16
（
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
刑
法
二
〇
四
条
の
文
言
と
の
関
係
等
か
ら
、「
精
神
的
機
能
の
障
害
は
、
そ
の
存
在
お
よ
び
行
為
と
の
間
の
因
果
関

係
が
不
明
確
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、『
人
の
身
体

4

4

を
傷
害
し
た

4

4

4

4

』
と
い
う
言
葉
の
可
能
な
意
味
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
の
か
に
も
疑
問
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
指
摘
を
す
る
見
解
が
あ
）
17
（

る
。

　
こ
れ
ら
の
主
張
・
指
摘
に
関
し
て
は
、
第
四
章
に
お
い
て
検
討
す
る
。

㈡
　
主
な
判
例
及
び
裁
判
例
に
つ
い
て

　
本
節
で
は
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
関
す
る
、
主
な
判
例
・
裁
判
例
（
以
下
で
は
、
裁
判
例
を
含
め
た
広
い
意
味
で
「
判
例
」
と
い

う
。）
に
つ
い
て
、
概
観
す
）
18
（

る
。
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1　

 「
傷
害
手
段
と
し
て
の
精
神
的
作
用
」
と
「
傷
害
結
果
と
し
て
の
精
神
的
障
害
」

―
最
決
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
に
お
け
る

「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
」
の
評
価
・
位
置
づ
け

　
最
決
平
成
一
七
年
三
月
二
九
）
19
（
日
（
判
例
①
）
は
、
被
告
人
が
、
平
成
一
四
年
六
月
こ
ろ
か
ら
約
一
年
半
に
わ
た
り
、
連
日
連
夜
、
自
宅

か
ら
隣
家
の
被
害
者
に
向
け
て
、
ラ
ジ
オ
の
音
声
や
目
覚
ま
し
時
計
の
ア
ラ
ー
ム
音
を
大
音
量
で
鳴
ら
し
続
け
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
本
決
定
は
、
被
害
者
に
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、
よ
っ
て
、
同
人
に
全
治
不
詳
の
慢
性
頭
痛
症
、
睡
眠
障
害
、
耳
鳴

り
症
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
」
被
告
人
の
本
件
行
為
に
つ
い
て
、
傷
害
罪
の
実
行
行
為
性
を
認
め
て
同
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
原
審
の
判
断

を
是
認
し
て
い
）
20
（

る
。

　
こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
本
件
に
お
け
る
傷
害
の
結
果
は
「
慢
性
頭
痛
症
、
睡
眠
障
害
、
耳
鳴
り
症
」
で
あ
っ
て
、「
精
神
的
ス
ト

レ
ス
を
与
え
」
た
こ
と
は
症
状
を
惹
き
起
こ
し
た
手
段
な
い
し
原
因
と
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
）
21
（

る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
者
に
何
ら
か
の

精
神
的
ス
ト
レ
ス
（
精
神
的
作
用
）
が
及
び
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
傷
害
結
果
の
発
生
が
認
め
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
）
22
（

い
。

2　
「
傷
害
結
果
と
し
て
の
精
神
的
障
害
」
に
関
す
る
主
な
判
例
に
つ
い
て

　
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
八
月
一
〇
）
23
（

日
（
判
例
②
）
は
、
被
告
人
が
、
勤
務
先
の
社
長
を
恨
み
、
昭
和
五
三
年
一
〇
月
こ
ろ
か
ら
約
半
年

間
、
ほ
ぼ
連
日
に
わ
た
り
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
社
長
方
に
い
や
が
ら
せ
電
話
を
か
け
続
け
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
社
長
の
妻
で
あ
る
被
害
者
に
「
著
し
く
精
神
的
不
安
感
を
与
え
、
か
つ
不
眠
状
態
に
陥
れ
る
な
ど
し
て
同
女
の
心
身
を
極
度
に
疲
労

さ
せ
た
結
果
、
同
女
に
対
し
加
療
約
三
週
間
を
要
す
る
精
神
衰
弱
症
の
傷
害
を
負
わ
せ
」
た
と
し
て
、
傷
害
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
本
判
決
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
精
神
的
障
害
を
傷
害
と
認
め
た
判
決
で
あ
）
24
（
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
は
、
い
や
が
ら
せ
電
話
に
関
す

る
事
件
で
初
め
て
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
点
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
で
あ
）
25
（

る
。

　
名
古
屋
地
判
平
成
六
年
一
月
一
八
）
26
（
日
（
判
例
③
）
は
、
被
告
人
が
、
勤
務
先
を
退
職
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
は
被
害
者
の
策
略
に
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よ
る
も
の
だ
と
思
い
込
み
、
平
成
三
年
五
月
こ
ろ
か
ら
約
七
か
月
間
、
ほ
ぼ
連
日
に
わ
た
り
、
被
害
者
方
の
付
近
を
徘
徊
し
、「
ば
か
や

ろ
う
」、「
ど
ろ
ぼ
う
」
な
ど
と
怒
号
し
た
り
、
鉄
板
を
足
で
何
度
も
踏
み
鳴
ら
し
た
り
、
ダ
ン
プ
カ
ー
を
運
転
し
て
き
て
急
停
車
や
空
ぶ

か
し
を
繰
り
返
す
な
ど
の
い
や
が
ら
せ
行
為
を
く
り
返
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
）
27
（
る
。
一
連
の
い
や
が
ら
せ
行
為
に
よ
っ
て

被
害
者
に
「
著
し
い
精
神
的
不
安
感
を
与
え
、
よ
っ
て
、
同
人
に
入
院
加
療
約
三
か
月
間
を
要
す
る
不
安
及
び
抑
う
つ
状
態
の
傷
害
を
負

わ
せ
た
」
と
し
て
傷
害
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
判
決
は
、「
傷
害
罪
に
い
う
傷
害
の
結
果
と
は
、
人
の
生
理
的
機
能

を
害
す
る
こ
と
を
含
み
、
生
理
的
機
能
と
は
精
神
機
能
を
含
む
身
体
の
機
能
全
て
を
い
う
」
と
し
た
う
え
で
、
被
害
者
に
「『
不
安
及
び

抑
う
つ
状
態
』
と
い
う
医
学
上
承
認
さ
れ
た
病
名
に
当
た
る
精
神
的
・
身
体
的
症
状
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
右
の
傷
害
の
結
果
に
当
た
る

こ
と
は
明
ら
か
」
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

　
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
五
月
九
）
28
（

日
（
判
例
④
）
は
、
被
告
人
が
、
通
り
が
か
り
の
 V1
（
当
時
一
〇
歳
）
に
対
し
て
、
そ
の
頭
髪
を
つ
か

ん
で
引
っ
張
り
、
同
人
を
路
上
に
引
き
倒
し
た
上
、
頭
部
を
草
履
様
の
も
の
で
踏
み
つ
け
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
ま
た
、
 V1
へ
の
暴
行

を
制
止
し
よ
う
と
し
て
駆
け
つ
け
た
 V2
（
当
時
三
四
歳
）
に
対
し
て
、
そ
の
頭
部
を
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の
入
っ
た
買
い
物
袋
や
手
拳
で
殴
り

つ
け
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
）
29
（
る
。

　
本
件
の
原
）
30
（

審
は
、
各
被
害
者
に
「
全
治
約
三
か
月
間
を
要
す
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候
群
」
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
認
定
し
て
傷

害
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
各
被
害
者
の
症
状
に
関
し
て
、「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候
群
に
該
当
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
少
な
く
と
も
疑
問
が
あ
る
」、「
症
状
の
程
度
を
明
確
に
す
る
に
足
り
る
証
拠
に
も
乏
し
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
傷
害
罪
の
傷

害
に
当
た
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
全
く
疑
問
の
余
地
が
な
い
と
は
い
え
な
い
」、「
い
わ
ゆ
る
犯
罪
の
被
害
者
と
し
て
の
恐
怖

に
よ
る
二
次
的
か
つ
一
般
的
な
ス
ト
レ
ス
状
態
を
超
え
た
も
の
と
は
に
わ
か
に
認
め
難
い
」
な
ど
と
し
て
、
被
告
人
に
は
「
暴
行
罪
が
成

立
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
判
示
し
た
。

　
本
判
決
は
、
結
論
に
お
い
て
傷
害
罪
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
人
の
精
神
的
機
能
に
障
害
を
与
え
る
場
合
も
…
…
人
の
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生
理
的
機
能
に
障
害
を
与
え
る
場
合
に
含
ま
れ
」
る
と
判
示
し
て
お
り
、
理
論
的
に
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
を
否
定
し
た
も
の
で
は

な
）
31
（

い
。
ま
た
、
特
徴
的
な
の
は
、
犯
罪
の
被
害
者
が
「
あ
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス
状
態
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
憤
り
や
強
い
被
害
感
情
、

恐
怖
心
等
か
ら
、
興
奮
し
や
す
い
状
態
、
不
眠
状
態
、
心
理
的
に
不
安
定
な
状
態
に
な
る
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
り
あ
る
い
は
そ
れ
に

と
ど
ま
る
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
仮
に
そ
れ
が
厳
密
に
は
傷
害
の
概
念
そ
れ
自
体
に
当
て
は
ま
る
程
度
の
も
の
と
い
え
る
場
合
に
お
い

て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
本
来
の
構
成
要
件
自
体
に
そ
の
よ
う
な
結
果
が
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
い
わ
ば
そ
の

中
に
織
り
込
み
済
み
に
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
」
る
と
し
、「
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
状
態
に
つ
い
て
は
、
そ
の
程
度
に
照
ら
し

て
、
致
傷
罪
を
構
成
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
暴
行
罪
の
場
合
に
も
、
同
様
に
そ
の
情
状
と
し
て
量
刑
上
考
慮
す
る
の
を
相
当
と
す
る
場
合

が
あ
る
」
と
判
示
し
た
点
で
あ
る
（
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
「
織
り
込
み
済
み
の
理
論
」
と
も
い
う
。）。

　
富
山
地
判
平
成
一
三
年
四
月
一
九
）
32
（

日
（
判
例
⑤
）
は
、
被
告
人
が
、
交
際
相
手
の
男
性
が
以
前
交
際
し
て
い
た
女
性
Ｖ
に
ま
だ
想
い
を

寄
せ
て
い
る
も
の
と
思
い
込
み
、
平
成
八
年
一
一
月
こ
ろ
か
ら
約
三
年
半
に
わ
た
り
、
Ｖ
の
居
住
先
や
実
家
等
に
合
計
一
万
回
以
上
、
い

や
が
ら
せ
電
話
を
か
け
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｖ
に
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る

も
の
で
あ
）
33
（
る
。
本
判
決
は
、
Ｖ
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
を
認
め
、
そ
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
該
当
性
に
つ
い
て
、「
傷
害
の
結
果

と
は
、
人
の
生
理
的
機
能
を
害
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
が
、
人
の
生
理
的
機
能
と
は
、
精
神
機
能
を
含
む
人

の
機
能
の
す
べ
て
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
や
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
独
立
し
た
疾
患
概
念
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
在
の
精
神
医
学
会
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
病
名
は
承
認
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」「
そ

の
発
生
の
機
序
は
、
十
分
解
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
一
般
に
自
律
神
経
の
機
能
障
害
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
脳
の

一
部
に
生
理
的
な
変
化
を
生
じ
て
発
症
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
」、「
こ
の
よ
う
な
医
学
上
承
認
さ
れ
た
精
神
的
・
身

体
的
症
状
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
傷
害
罪
に
い
う
傷
害
の
結
果
に
当
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
傷
害
罪
の
成
立
を

認
め
て
い
る
。
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東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
九
）
34
（
日
（
判
例
⑥
）
は
、
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
を
普
通
乗
用
自
動
車
で
進
行
し
て
い
た
被
告
人
が
、
右
前

方
と
そ
の
左
前
方
に
停
止
し
て
い
た
二
台
の
車
両
の
間
を
時
速
約
三
〇
㎞
で
後
方
か
ら
通
り
抜
け
よ
う
と
し
た
際
に
、
誤
っ
て
、
右
側
に

停
止
し
て
い
た
車
両
に
自
車
を
衝
突
さ
せ
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
）
35
（
る
。

　
本
件
の
原
）
36
（
審
は
、
被
害
車
両
の
同
乗
者
Ｖ
に
「
全
治
ま
で
約
四
五
日
間
を
要
す
る
心
的
外
傷
後
の
ス
ト
レ
ス
障
害
の
傷
害
を
負
わ
せ

た
」
と
認
定
し
、
Ｖ
に
対
す
る
自
動
車
運
転
過
失
傷
害
罪
（
当
時
。
以
下
同
じ
）
の
成
立
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
Ｖ

の
「
本
件
事
故
体
験
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
に
い
う
心
的
外
傷
体
験
に
当
た
る
と
は
い
え
」
な
い
、「
心
身
の
不
調
と
し
て
、
再
体

験
、
回
避
、
持
続
的
な
覚
醒
亢
進
の
三
つ
の
症
状
が
現
れ
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
」
れ
な
い
、「
事
故
の
三
日
後
に
…
…
診
断
さ
れ
て
い

る
の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
し
て
、
原
審
が
Ｖ
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
を
負
っ
た
と
認
定
し
た
点
に
つ

い
て
事
実
誤
認
が
あ
る
と
判
示
し
、
Ｖ
に
対
す
る
自
動
車
運
転
過
失
傷
害
罪
に
関
し
て
犯
罪
事
実
の
証
明
が
な
い
と
し
た
。

　
最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
）
37
（
日
（
判
例
⑦
）
は
、
被
告
人
が
、
平
成
一
五
年
一
二
月
こ
ろ
か
ら
一
年
余
り
の
間
に
、
被
害
者
の
女
性
四

名
を
、
次
々
と
ホ
テ
ル
の
客
室
や
自
室
等
に
誘
い
込
み
、
暴
行
や
脅
迫
に
よ
り
、
一
定
の
場
所
か
ら
脱
出
困
難
な
心
理
状
態
に
陥
ら
せ
て
、

四
日
な
い
し
約
四
か
月
に
わ
た
っ
て
監
禁
し
た
結
果
、
被
害
者
四
名
に
加
療
約
二
年
三
か
月
な
い
し
全
治
不
明
の
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

（
一
名
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ
か
に
解
離
性
障
害
）
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
）
38
（

る
。

　
最
高
裁
は
、
職
権
で
、「
原
判
決
及
び
そ
の
是
認
す
る
第
一
審
判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
、
本
件
各
被
害
者
を
不
法
に
監
禁

し
、
そ
の
結
果
、
各
被
害
者
に
つ
い
て
、
監
禁
行
為
や
そ
の
手
段
等
と
し
て
加
え
ら
れ
た
暴
行
、
脅
迫
に
よ
り
、
一
時
的
な
精
神
的
苦
痛

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
再
体
験
症
状
、
回
避
・
精
神
麻
痺
症
状
及
び
過
覚
醒
症
状
と
い
っ
た
医

学
的
な
診
断
基
準
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
特
徴
的
な
精
神
症
状
が
継
続
し
て
発
現
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
精
神
疾
患
の
一
種
で
あ

る
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
。）
の
発
症
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
…
…
上
記
認
定
の
よ
う
な
精
神

的
機
能
の
障
害
を
惹
起
し
た
場
合
も
刑
法
に
い
う
傷
害
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
各
被
害
者
に
対
す
る
監
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禁
致
傷
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
原
審
の
判
断
を
是
認
し
て
い
）
39
（
る
。

　
広
島
高
岡
山
支
判
平
成
二
五
年
二
月
二
七
）
40
（

日
（
判
例
⑧
）
は
、
被
告
人
が
、
被
害
者
の
夫
方
に
侵
入
し
、
被
害
者
に
対
し
て
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
を
示
す
な
ど
し
て
脅
迫
し
た
う
え
、
被
害
者
を
押
し
倒
す
な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
そ
の
反
抗
を
抑
圧
し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

た
結
果
、
被
害
者
に
「
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
及
び
全
治
期
間
不
明
の
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の

で
あ
）
41
（

る
。
本
判
決
は
、
被
害
者
の
負
っ
た
パ
ニ
ッ
ク
障
害
等
は
、「
国
際
的
な
診
断
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
症
状
の

程
度
は
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
つ
い
て
は
全
治
期
間
不
明
…
…
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
に
つ
い
て
も
そ
の
症
状
が
一
か
月
程
度
続
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
所
論
が
い
う
よ
う
に
、
強
制
わ
い
せ
つ
の
被
害
者
が
通
常
感
じ
る
よ
う
な
心
理
的
ス
ト
レ
ス
は
、
強
制
わ
い

せ
つ
致
傷
罪
に
い
う
傷
害
に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
も
、
本
件
被
害
者
の
精
神
的
傷マ

マ

害
は
こ
れ
を
超
え
る
重
篤
な
も
の
で
あ
り
、
同
罪
に
い

う
傷
害
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

3　

小　

括

　
以
上
の
関
連
判
例
の
う
ち
、
判
例
③
④
⑤
で
は
、
刑
法
上
の
傷
害
に
は
精
神
的
障
害
も
含
ま
れ
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
）
42
（

る
。
ま
た
、
判
例

④
⑥
で
は
、
結
論
的
に
傷
害
罪
等
の
成
立
が
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
被
害
者
の
精
神
的
障
害
の
有
無
・
程
度
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
こ
れ
は
理
論
的
に
精
神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
は
な
く
、
事
案
に
お
け
る
被
害
者
の
具
体
的
な

症
状
が
傷
害
と
認
め
る
に
は
足
り
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
む
し
ろ
ど
ち
ら
の
判
例
も
精
神
的
障
害
も
傷
害
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
と
い
え
）
43
（

る
。

　
も
っ
と
も
、
判
例
②
で
は
被
害
者
に
「
著
し
く
精
神
的
不
安
感
を
与
え
、
か
つ
不
眠
状
態
に
陥
れ
る
な
ど
し
て
同
女
の
心
身

0

0

を
極
度
に

疲
労
さ
せ
た
結
果
…
…
」、
判
例
③
で
は
「『
不
安
及
び
抑
う
つ
状
態
』
と
い
う
医
学
上
承
認
さ
れ
た
病
名
に
当
た
る
精
神
的

0

0

0

・
身
体
的
症

0

0

0

0

状0

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
…
…
」、
判
例
⑤
で
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
よ
う
な
「
医
学
上
承
認
さ
れ
た
精
神
的

0

0

0

・
身
体
的
症
状

0

0

0

0

0

を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
は
…
…
」
と
の
判
示
が
み
ら
れ
る
（
傍
点
は
い
ず
れ
も
筆
者
に
よ
る
。）。
被
害
者
の
症
状
を
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
場
合
に
は
、
精
神
的
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障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
見
解
に
よ
ら
な
く
て
も
、
傷
害
罪
等
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
最
高
裁
（
判
例
⑦
）
は
、
決
し
て
長
く
は
な
い
決
定
文
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
中
の
諸
症
状
を
「
特
徴
的
な
精
神
症

状
」
と
い
い
、
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
「
精
神
疾
患
の
一
種
」
と
評
価
し
、
結
論
部
分
で
も
「
精
神
的
機
能
の
障
害
を
惹
起
し
た
場
合
も
刑

法
に
い
う
傷
害
に
当
た
る
」
と
判
示
し
て
お
り
、「
精
神
」
の
語
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
精
神
的
障
害
を
直
截
に
傷

害
概
念
に
含
め
る
立
場
を
明
確
に
示
す
意
図
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
は
、
こ
の
立
場
を
前
提
に
、
い
か
な
る
種
類
・
程
度
の
精

神
的
障
害
が
傷
害
に
該
当
す
る
の
か
が
主
要
な
争
点
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
判
例
⑧
参
照
）。

㈢
　「
改
正
刑
法
草
案
」
に
お
け
る
傷
害
罪
関
連
規
定
と
精
神
的
障
害

　
現
行
刑
法
の
制
定
後
、
そ
の
改
正
に
向
け
て
作
成
さ
れ
た
草
案
と
し
て
は
、「
刑
法
改
正
予
備
草
）
44
（

案
」、「
改
正
刑
法
仮
）
45
（

案
」、「
改
正
刑

法
準
備
草
）
46
（
案
」、「
改
正
刑
法
草
）
47
（
案
」
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
「
改
正
刑
法
草
案
」
の
二
六
一
条
（
重
傷
害
）
は
、
そ
の
後
段
で
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
、
そ
の
結
果
…
…
人
を
不
具

に
し
、
そ
の
他
身
体
に
重
大
な
損
傷
を
生
ぜ
し
め
、
又
は
永
続
的
な
機
能
障
害
も
し
く
は
疾
病
に
か
か
ら
せ
た
」
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。

同
条
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
疾
病
」
に
つ
い
て
は
「
身
体
的
な
疾
病
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
な
障
害
を
含
）
48
（
む
」
も
の
と
説

明
さ
れ
て
お
り
、
精
神
的
障
害
も
（
重
）
傷
害
の
結
果
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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三
　
比
較
法
的
検
討
で
得
ら
れ
た
内
容
（
要
旨
）

㈠
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
議
論
か
ら

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
で
は
、
傷
害
罪
・
重
傷
害
罪
等
の
傷
害
罪
関
連
規
定
は
八
三
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
基
本
と
な
る
八
三

条
一
項
（
傷
害
罪
）
に
は
、「
他
人
の
身
体
を
傷
害
し
又
は
他
人
の
健
康
を
害
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
三
六
〇
日
以
下
の

日
数
罰
金
に
処
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
）
49
（

る
。
精
神
的
障
害
は
、
後
段
の
「
健
康
侵
害
」
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
）
50
（
例
・
通
）
51
（
説
は
、
純
粋
に
精
神
的
な
領
域
に
つ
い
て
も
健
康
侵
害
が
問
題
と
な
り
う
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理

解
は
、
現
行
刑
法
の
も
と
と
な
っ
た
「
一
九
七
一
年
政
府
草
案
」
の
「
理
由
）
52
（
書
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
内
容
と
同
旨
で
あ
る
。
な
お
、
判

例
・
通
説
は
、「
健
康
侵
害
」
と
認
め
る
た
め
に
は
「
医
学
的
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
）
53
（
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
精
神
的
障
害
は
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
な
い
旨
主
張
す
る
見
解
も
み
ら
れ
）
54
（

る
。
こ
の
見
解
は
、「
医
学
的
意
味
に
お
い

て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
」
と
い
う
基
準
で
は
、
傷
害
に
該
当
す
る
範
囲
を
、
適
切
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
批
判
し
て
い
）
55
（
る
。

　
強
盗
罪
や
強
姦
罪
の
加
重
構
成
要
件
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
ま
ず
総
則
に
お
い
て
加
重
結
果
の
発
生
に
つ
き
過
失
が
要
求
さ
れ
て

い
）
56
（
る
。
ま
た
、
八
三
条
一
項
の
軽
い
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
加
重
構
成
要
件
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
傷
害
（
た

と
え
ば
健
康
侵
害
が
二
四
日
を
超
え
て
継
続
し
た
場
合
等
）
以
上
の
重
い
結
果
が
発
生
し
た
場
合
が
加
重
構
成
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
）
57
（
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
・
通
説
は
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
て
理
解
し
て
い
る
が
、
傷
害
の
程
度
に
限
定
が
あ

る
こ
と
や
加
重
構
成
要
件
の
成
立
要
件
等
の
点
で
、
日
本
刑
法
と
は
重
要
な
差
異
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
）
58
（
い
。
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㈡
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
か
ら

　
ド
イ
ツ
刑
法
典
で
は
、
傷
害
罪
関
連
規
定
は
二
二
三
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
基
本
と
な
る
二
二
三
条
一
項
に
は
、「
他
の
者
を

身
体
的
に
虐
待
し
又
は
そ
の
健
康
を
害
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
）
59
（

る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
傷
害
概
念
と
人
の
精
神
と
の
関
係
の
問
題
と
し
て
、
①
精
神
的
な
作
用
そ
れ
自
体
が
前
段
の
「
身
体
的
虐
待
」
に
該
当

す
る
か
と
い
う
問
題
と
、
②
精
神
的
障
害
が
後
段
の
「
健
康
侵
害
」
に
該
当
す
る
か
と
い
う
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
①
は
手
段
と
し

て
の
精
神
的
作
用
に
関
す
る
も
の
、
②
は
傷
害
結
果
と
し
て
の
精
神
的
障
害
に
関
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

手
段
と
し
て
の
精
神
的
作
用
と
結
果
と
し
て
の
精
神
的
障
害
と
が
問
題
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
点
は
、
日
本
の
議
論
を
検
討
す
る
際
に

有
用
な
視
点
と
な
る
。

　
ド
イ
ツ
の
判
）
60
（
例
・
通
）
61
（
説
は
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
は
人
の
身
体
で
あ
り
、
精
神
的
作
用
は
「
身
体
的
虐
待
」
に
は
該
当
せ
ず
、
純
粋
に

精
神
的
な
障
害
は
「
健
康
侵
害
」
に
は
該
当
し
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
病
理
学
的
な
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
状
態
」

が
惹
き
起
こ
さ
れ
た
場
合
に
は
、
健
康
侵
害
に
該
当
し
う
る
と
さ
れ
て
い
）
62
（
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
人
の
精
神
も
傷
害

罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
）
63
（

る
。
精
神
と
身
体
に
は
境
界
線
を
引
く
こ
と
の
困
難
な
相
互
関
係
が
あ
る
な
ど
と
説
明
し
て

い
）
64
（
る
。
当
該
見
解
は
、
精
神
的
障
害
が
「
医
学
的
意
味
に
お
け
る
疾
病
状
態
」
の
場
合
に
は
傷
害
に
当
た
る
と
し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
判
例
・
通
説
と
同
趣
旨
の
も
の
と
理
解
さ
れ
）
65
（

る
。

　
な
お
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
を
論
じ
る
文
脈
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
一
時
的
な
恐
怖
・
驚
愕
・
パ
ニ
ッ
ク

の
評
価
等
で
あ
）
66
（
る
。
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四
　
若
干
の
検
討

㈠
　
本
稿
の
基
本
的
立
場
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
本
稿
の
基
本
的
な
立
場
を
示
す
と
、
本
稿
と
し
て
は
、
人
の
精
神
も
傷
害
罪
の
保
護
法
益
で
あ
り
、
精
神
的
障
害
は
傷
害
概

念
に
含
ま
れ
る
と
理
解
す
る
見
解
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
主
な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1　

沿
革
的
・
系
譜
的
理
由

　
ま
ず
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
に
関
す
る
沿
革
的
・
系
譜
的
な
検
討
に
よ
れ
ば
、
①
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
で
は
人
の
精
神
面
も

保
護
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
「
身
体
」
と
い
う
文
言
は
、
必
ず
し
も
人
の
精
神
を
保
護
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
意
図
で
採
用
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
、
③
現
行
刑
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
議
論
を
み
る
と
、
刑
法
二
〇
四
条
は
、
重
大
で
不
治
な
精
神
病
の
発
生
を
重

い
結
果
の
一
つ
と
し
て
規
定
し
て
い
た
重
傷
害
罪
を
取
り
込
む
形
で
成
立
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
、
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
二
〇
四
条

は
（
少
な
く
と
も
一
定
の
態
様
・
限
度
で
は
）
人
の
精
神
を
保
護
法
益
と
す
る
趣
旨
で
立
法
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
右
の

三
点
に
つ
い
て
若
干
敷
衍
す
る
。

　
⑴
　
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
に
お
け
る
人
の
精
神
面
の
保
護
に
つ
い
て

　
現
行
刑
法
の
も
と
に
な
っ
た
「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
六
五
条
）」
の
「
理
由
書
」
に
よ
れ
ば
、
刑
法
二
〇
四
条
は
、

旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
う
ち
の
三
〇
〇
）
67
（

条
・
三
〇
一
）
68
（

条
を
前
身
と
し
て
い
）
69
（

る
。
そ
し
て
、
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
保

護
法
益
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
①
三
〇
〇
条
一
項
に
は
、
特
に
重
い
症
状
で
あ
る
「
篤
疾
」
の
一
つ
と
し
て
、「
知
覚
精
神
」
の
「
喪

失
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
②
旧
刑
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
起
草
委
員
と
の
議
論
か
ら
は
、「
一
時
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的
な
精
神
の
錯
乱
」
は
程
度
に
応
じ
て
三
〇
一
条
で
捕
捉
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
）
70
（
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
は
、「
殴

打
創
傷
ノ
罪
」
は
、
人
の
精
神
面
を
も
保
護
の
対
象
と
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑵
　
規
定
形
式
の
変
更
に
つ
い
て

―
「
身
体
」
の
文
言
の
意
義
に
関
し
て

　
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
の
各
条
は
基
本
的
に
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
…
…
」
と
い
う
規
定
形
式
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
現
行
刑
法

の
よ
う
な
「
人
ノ
身
体
ヲ
傷
害
シ
タ
ル
者
ハ
…
…
」
と
い
う
形
に
変
わ
る
の
は
、「
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』（
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委

員
会
）」
以
降
の
こ
と
で
あ
）
71
（
る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
の
理
由
を
直
接
的
に
説
明
す
る
「
理
由
書
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
あ
る

資
）
72
（

料
で
は
、
規
定
形
式
を
変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
旧
刑
法
の
よ
う
な
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
…
…
」
と
い
う
形
式
で
は
、
殴
打
の
方
法

に
よ
ら
ず
に
、
疾
病
を
罹
患
さ
せ
た
り
、「
精
神
ノ
錯
乱
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
」
者
を
処
罰
で
き
な
い
不
都
合
が
あ
る
た
め
、
と
説
明
さ
れ
て

い
）
73
（

る
。

　
仮
に
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
人
の
精
神
を
除
外
す
る
意
図
で
「
人
の
身
体
を
…
…
」
と
い
う
文
言
を
採
用
し
た
と
す
れ
ば
、
殴
打

の
方
法
に
よ
ら
ず
に
「
精
神
ノ
錯
乱
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
」
場
合
を
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
先
の
資
料
に
示
さ

れ
た
不
都
合
性
は
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
身
体
」
の
文
言
は
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
か
ら
人
の
精
神
を
排
除
す
る

意
図
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑶
　
現
行
刑
法
二
〇
四
条
へ
の
収
斂
の
過
程
に
つ
い
て

　
現
行
刑
法
の
成
立
過
程
を
み
る
と
、「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八
九
条
）」
ま
で
は
、
傷
害
罪
と
傷
害
致
死
罪
と
の
間
に
、

重
い
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
を
規
定
し
た
重
傷
害
罪
と
呼
ぶ
べ
き
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
重
傷
害
の
一
つ
と
し
て
「
重
大
ニ
シ
テ
不
治

ナ
ル
精
神
…
…
ノ
疾
病
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
74
（
た
。
こ
の
規
定
は
、
後
に
傷
害
罪
の
規
定
に
取
り
込
ま
れ
る
形
で
消
滅
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て

傷
害
罪
の
法
定
刑
の
上
限
が
「
三
年
以
下
ノ
懲
役
」
か
ら
「
十
年
以
下
ノ
懲
役
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
）
75
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
照
ら
せ
ば
、（
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
）
人
の
精
神
も
傷
害
罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
自
然
だ
と
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思
わ
れ
）
76
（
る
。

2　

被
害
の
内
実
・
実
体
の
評
価
に
つ
い
て

　
次
に
、
各
事
案
に
お
け
る
被
害
の
内
実
・
実
体
の
評
価
の
適
否
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
前
述
の
判
例
②
③
⑤
は
、
判
決
文
中
で
被
害
者
の
症
状
の
身
体
的
側
面
に
も
言
及
し
て
い
た
。
身
体
症
状
限
定
説
は
、
人
の
精
神
そ
れ

自
体
は
傷
害
罪
の
保
護
法
益
で
は
な
い
と
主
張
す
る
が
、
①
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
身
体
的
症
状
が
生
じ
た
場
合
や
、
②
脳
の
負
傷

な
ど
の
身
体
的
・
器
質
的
な
原
因
に
よ
り
精
神
的
障
害
が
生
じ
た
場
合
に
ま
で
傷
害
罪
等
の
成
立
を
否
定
す
る
見
解
で
は
な
い
と
理
解
さ

れ
）
77
（

る
。
こ
の
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
の
精
神
的
障
害
が
問
題
と
な
る
事
案
に
お
い
て
は
、
身
体
的
症
状
限
定
説
か
ら
も
、
実
際
上
は
、
被
害

者
の
身
体
的
症
状
を
捉
え
て
、
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
を
肯
定
で
き
る
場
合
が
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
被
害
者
が
精
神
的
障
害
を
発
症
し
た
ケ
ー
ス
で
、
同
じ
く
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
を
肯
定
で
き
る
と
し
て
も
、

精
神
症
状
包
含
説
と
身
体
症
状
限
定
説
と
で
は
、
そ
の
意
味
あ
い
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
身
体
症
状
限
定
説
に
よ
っ
た
場
合
に
は
、
被

害
者
の
精
神
的
症
状
を
被
害
の
内
実
・
実
体
と
し
て
（
罪
名
レ
ベ
ル
で
）
評
価
・
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
身
体
的
な
症
状
の
み
を
評

価
し
て
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
（
判
例
⑦
）
の

各
被
害
者
が
発
症
し
た
精
神
的
症
状
は
か
な
り
重
篤
な
も
の
で
、
こ
の
点
が
事
案
の
本
質
的
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
で

は
特
に
、
被
害
者
が
被
っ
た
精
神
的
な
被
害
を
含
め
て
評
価
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
78
（
る
。

　
以
上
が
、
主
な
論
拠
で
あ
る
。
次
の
第
二
節
及
び
第
三
節
で
は
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
に
支
障
な
い
し

不
都
合
が
な
い
か
に
つ
い
て
、
形
式
面
（
条
文
の
文
言
）
及
び
実
質
面
（
処
罰
範
囲
の
拡
張
可
能
性
）
の
両
面
か
ら
考
察
す
る
。

㈡
　
文
理
上
の
疑
義
に
つ
い
て

　
本
節
で
は
、
刑
法
二
〇
四
条
が
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
た
者
は
…
…
」
と
規
定
し
て
い
る
点
が
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
障
害
を
含
め
て
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理
解
す
る
こ
と
の
支
障
と
な
ら
な
い
か
を
検
討
す
）
79
（
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
確
か
に
、
二
〇
四
条
の
「
身
体
」
に
つ
い
て
、「
身
体
ト
ハ
吾
人
ノ
肉
体
ヲ
指
称
ス
ル
モ
ノ
」
と
の
説
明
も
み

ら
れ
）
80
（
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
旧
法
ニ
於
テ
身
体
ナ
ル
語
ハ
名
誉
、
自
由
、
節
操
ヲ
モ
包
含
」
し
て
い
た
の
と
は
異
な
る
こ
と
を
説
明
す

る
文
脈
の
も
の
で
あ
）
81
（
る
。
む
し
ろ
、
前
述
の
沿
革
的
・
系
譜
的
な
検
討
か
ら
は
、
同
条
の
「
身
体
」
の
文
言
は
、
必
ず
し
も
傷
害
罪
の
保

護
法
益
か
ら
人
の
精
神
を
排
除
す
る
趣
旨
で
使
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
）
82
（

る
。

　
ま
た
、「
身
体
」
に
つ
い
て
は
、「
二
方
面
ニ
別
テ
観
察
ス
ル
ヲ
得
。（
一
）
人
ノ
物
理
的
身
体
（
二
）
人
ノ
生
理
的
身
体
是
ナ
リ
。
物

理
的
身
体
ハ
即
物
質
ト
シ
テ
ノ
人
ノ
身
体
ヲ
イ
フ
」、「
生
理
的
身
体
ト
ハ
生
理
機
能
ヲ
有
ス
ル
物
体
ト
シ
テ
ノ
身
体
ヲ
イ
フ
。
人
ノ
精
神

モ
亦
此
範
囲
ニ
属
ス
」
と
し
）
83
（
て
、「
傷
害
ト
ハ
物
質
ト
シ
テ
ノ
人
ノ
身
体
ヲ
毀
損
シ
又
ハ
其
生
理
機
能
ヲ
不
良
ニ
変
更
ス
ル
ヲ
イ
フ
。
故

ニ
肉
体
ノ
創
傷
機
関
ノ
毀
損
ハ
勿
論
生
理
作
用
ノ
不
順
病
毒
ノ
感
染
、
精
神
状
態
ノ
異
状
等
之
ニ
包
含
ス
」
る
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
）
84
（

た
。

ま
た
、
現
在
は
、「『
身
体
』
と
は
、
精
神
機
能
を
内
包
す
る
、
人
の
生
身
の
『
か
ら
だ
』
を
い
う
。」
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
）
85
（
る
。
こ

の
よ
う
な
理
解
・
解
釈
に
は
理
由
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
二
〇
四
条
が
「
人
の
身
体
を
傷
害
し
た
者
は
…
…
」
と
規
定
し
て
い
る
点
は
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
て
理

解
す
る
際
の
支
障
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

㈢
　
傷
害
罪
及
び
各
種
致
傷
罪
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て

1　

精
神
的
ス
ト
レ
ス
、
一
時
的
な
恐
怖
・
驚
愕
・
パ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
身
体
症
状
限
定
説
か
ら
、「
も
し
傷
害
罪
の
保
護
法
益
に
精
神
が
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
不
安
・
鬱
・
恐
怖
・
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
支
配

さ
れ
、
あ
る
い
は
と
ら
わ
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
だ
け
で
傷
害
罪
が
成
立
し
か
ね
な
い
」
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と

お
り
で
あ
）
86
（
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
み
る
と
、
一
時
的
な
恐
怖
感
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
が
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
に
含
め
る
か
否
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か
を
論
ず
る
文
脈
で
言
及
さ
れ
て
い
）
87
（
る
。

　
精
神
的
ス
ト
レ
ス
そ
れ
自
体
や
一
時
的
な
恐
怖
・
驚
愕
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
傷
害
に
該
当
す
る
と
い
う
の
で
は
不
当
で
あ

る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
身
体
症
状
限
定
説
か
ら
は
ほ
ぼ
必
然
的
に
傷
害
該
当
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
判
例
・
通
説
は
精
神
的
障
害
も
傷
害
概
念
に
含
め
て
い
る
が
「
医
学
的
意
味
に
お
い
て
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
状
態
」
で
あ
る
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
傷
害
概
念
か
ら
排
斥
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、

下
級
審
の
中
に
は
傷
害
概
念
に
程
度
の
限
定
を
付
す
も
の
が
散
見
さ
れ
る
も
の
）
88
（

の
、
最
高
裁
は
軽
微
な
も
の
も
傷
害
に
含
め
る
立
場
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
）
89
（
る
。
こ
の
た
め
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
な
が
ら
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
一
時
的
な
恐
怖
・
驚
愕
等
を
ど
の
よ

う
に
傷
害
概
念
か
ら
排
斥
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
本
稿
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
よ
り
そ
れ
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
⑴
　「
傷
害
手
段
と
し
て
の
精
神
的
作
用
」
と
「
傷
害
結
果
と
し
て
の
精
神
的
障
害
」

　
ま
ず
、
人
に
対
し
て
精
神
的
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
と
、
結
果
と
し
て
精
神
的
障
害
が
生
じ
た
こ
と
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
最
決
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
（
判
例
①
）
は
、
被
害
者
に
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
こ
と
自
体
を
傷
害
結

果
と
し
て
評
価
し
て
い
な
）
90
（
い
。
こ
の
よ
う
に
、
被
害
者
に
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
は
、
傷
害
の
手
段
・
原
因
の
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
と
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
的
な
症
状
が
生
じ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
発
生
し
た
結
果
の
傷
害
該
当
性
の
問
題

と
は
、
区
別
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
と
思
わ
れ
）
91
（

る
。
こ
の
こ
と
は
、
有
形
的
な
方
法
に
よ
り
身
体
的
に
負
傷
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
暴
行

そ
れ
自
体
と
傷
害
と
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

　
⑵
　「
機
能
の
本
来
的
作
用
」
と
「
機
能
の
障
害
」

　
次
に
、
被
害
者
に
何
ら
か
の
精
神
的
変
調
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
そ
の
変
調
が
精
神
「
機
能
其
モ
ノ
ノ
本
来
ノ
作
用
」
な
の
か
、
精
神
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「
機
能
其
モ
ノ
ニ
対
シ
障
碍
ヲ
与
」
え
た
の
か
、
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
92
（
る
。
こ
れ
は
、
身
体
に
対
し
て
有
形
的
手
段

が
行
使
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
有
形
力
が
身
体
に
及
ぶ
と
通
常
は
身
体
の
状
態
に
何
ら
か
の
変
化
・
変
調
が
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
傷
害
結
果
の
発
生
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
と
同
様
で
あ
）
93
（
る
。
人
が
社
会
に
お
い
て
生
活
し

て
い
る
と
、
精
神
は
身
体
と
同
程
度
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
様
々
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
諸
々
の
影
響
に
対
応
す
る
こ

と
も
ま
た
精
神
の
正
常
な
機
能
・
作
用
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
た
と
え
ば
「
単
ニ
不
快
嫌
厭
恐
怖
等
ノ
感

覚
ヲ
起
サ
シ
メ
タ
ル
」
こ
と
は
、「
精
神
機
能
本
来
ノ
作
用
ニ
シ
テ
未
タ
精
神
機
能
自
体
ニ
対
シ
障
碍
ヲ
与
ヘ
タ
」
と
は
い
え
な
い
と
し

て
、
傷
害
該
当
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
）
94
（

る
。
そ
し
て
、
一
時
的
な
恐
怖
や
驚
愕
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、

傷
害
に
該
当
し
な
い
と
評
価
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
理
論
的
・
実
体
法
的
に
は
、
精
神
的
機
能
の
本
来
的
作
用
の
範
囲
内
の
場
合
と
、
そ
の
範
囲
を
超
え
て
精
神
的
機
能
に
障

害
を
与
え
た
場
合
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
実
際
に
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
な
く
、

現
実
的
に
は
、
精
神
医
学
上
の
疾
患
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
判
断
と
重
な
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2　

成
立
範
囲
が
広
く
な
る
と
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て

　
な
お
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
と
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
範
囲
が
広
く
な
り
す
ぎ
る
と
批
判
す
る
見
解
が
挙
げ
る

事
例
の
一
つ
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
夜
道
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
歩
行
者
の
す
ぐ
そ
ば
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
自
動
車
が
疾
走
し
て
行
っ
た

た
め
、
驚
き
の
あ
ま
り
精
神
的
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
そ
れ
以
降
、
夜
間
は
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
事
例

が
あ
）
95
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
、
被
害
者
に
身
体
的
な
外
傷
が
な
け
れ
ば
、
過
失
運
転
傷
害
）
96
（
罪
の
「
未
遂
」
と
し
て
不
可

罰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
97
（

る
。
そ
の
た
め
、
被
害
者
の
精
神
的
障
害
を
傷
害
と
認
め
て
同
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
場

合
に
は
、
従
来
よ
り
も
処
罰
範
囲
が
広
が
る
（
処
罰
範
囲
が
広
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
）
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
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し
か
し
、
精
神
的
障
害
の
発
症
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
ほ
か
の
成
立
要
件
を
す
べ
て
充
足
し
て
い
る
と
き
に
ま
で
、
犯
罪
の

成
立
を
肯
定
す
る
の
が
不
当
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈣
　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
傷
害
該
当
性
に
つ
い
て

　
精
神
障
害
の
傷
害
該
当
性
が
問
題
と
な
っ
た
判
例
・
裁
判
例
の
多
く
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
前
述
の
判
例
④
⑤
⑥

⑦
）
98
（

等
）。

　
ま
ず
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
に
つ
い
て
、「
未
だ
誰
も
が
納
得
で
き
る
客
観
的
基
準
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
学
問
的
に
も
流
動
的
な
状
況
に
あ

る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
刑
事
罰
の
対
象
と
す
る
の
は
現
時
点
で
は
妥
当
で
は
な
い
」
と
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
概
念
の
不
明
確
性
を
指
摘
す
る
見
解
も
み
ら
れ
）
99
（

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
世
界
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
『
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
』）
100
（

や
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
に
よ
る
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
）
101
（
Ｒ
』
に
お
い
て
独
立
し
た
疾
病
と
さ

れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
概
念
自
体
が
不
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
）
102
（

る
。
む
し
ろ
、
当
該
指
摘
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

の
安
易
な
診
断
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
こ
の
意
味
で
妥
当
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
す
る
た
め
に
は
診
断
基
準
に
挙
げ
ら
れ
た
症
状
が
一
か

月
以
上
持
続
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
）
103
（
る
。
前
述
の
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
五
月
九
日
（
判
例
④
）
の
原
審
が
、
事
件
の
四
日
後
に

診
断
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
理
由
と
し
て
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
こ
と
、
ま
た
、
東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
九
日
（
判
例
⑥
）
の
原
審

が
、
事
件
の
三
日
後
に
診
断
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
理
由
と
し
て
自
動
車
運
転
過
失
傷
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の

意
味
で
適
切
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
理
論
的
・
実
体
法
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
認
定
が
適
切

に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
認
定
の
問
題
で
あ
り
、
実
体
法
的
な
処
罰
範
囲
の
拡
張
の
問
題
と
は
区
別
す
べ
き
問
題
と
思
わ
れ

る
。
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次
に
、
精
神
的
障
害
の
発
症
を
理
由
と
す
る
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
の
多
く
で
、
裁
判
所
は
、
被
害
者

の
症
状
が
精
神
医
学
的
な
診
断
基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
論
稿
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
精
神
医
学
的
な
診
断
と
法
的
な
傷
害
該
当
性
の
判
断
と
は
、
別
の
問
題
で
あ
）
104
（
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
目
で
見
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
害
者
の
精
神
状
態
（
心
の
傷
）
に
つ
い
て
、
精
神
医
学
的
な
診
断

基
準
を
参
照
す
る
こ
と
な
し
に
判
断
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
判
決
中
で
診
断
基
準
に
合
致
し
て

い
る
か
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
の
は
、
傷
害
罪
の
成
立
要
件
と
診
断
基
準
と
を
同
視
・
混
同
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
事
実

認
定
の
問
題
と
し
て
、
被
害
者
が
ど
の
よ
う
な
症
状
・
状
態
で
あ
る
の
か
を
慎
重
に
認
定
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
）
105
（

る
。

　
な
お
、
医
学
的
評
価
と
法
的
評
価
は
別
の
視
点
か
ら
の
評
価
で
あ
る
た
め
、
被
害
者
の
症
状
に
つ
い
て
、
医
学
的
に
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
て
い
て
も
（
あ
る
い
は
そ
の
旨
の
診
断
書
が
あ
っ
て
も
）、
法
的
に
こ
れ
と
異
な
る
評
価
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
）
106
（

る
。
ま
た
、

「
診
断
結
果
ど
お
り
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
は
認
め
難
い
よ
う
な
事
案
で
も
…
…
被
害
者
の
症
状
が
他
の
精
神
的
な
疾
患
に
該
当
し
、
そ
れ
が
傷

害
と
評
価
可
能
な
場
合
も
あ
り
得
）
107
（

る
」
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
に
関
す
る
日
本
の
学
説
や
判
例
の
状
況
を
確
認
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
本
稿
の

基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
れ
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
①
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
保
護
法
益
に
は
人
の
精
神
（
精

神
的
健
康
、
精
神
的
機
能
）
が
含
ま
れ
る
、
②
精
神
的
機
能
の
「
障
害
」
の
有
無
を
検
討
す
る
際
に
は
、
㋐
「
手
段
と
し
て
の
精
神
的
ス
ト

レ
ス
・
精
神
的
作
用
」
と
「
結
果
と
し
て
の
精
神
的
障
害
」
と
を
区
別
し
、
㋑
被
害
者
に
精
神
的
変
化
・
変
調
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

れ
が
「
精
神
の
本
来
的
作
用
の
範
囲
内
の
も
の
」
な
の
か
そ
の
範
囲
を
超
え
て
「
精
神
的
機
能
自
体
に
障
害
を
与
え
た
」
の
か
を
検
討
す



法学政治学論究　第102号（2014.9）

22

る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
更
な
る
検
討
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
五
月
九
日
（
判
例
④
）
が
提
起
し
た

問
題
の
一
つ
に
、
強
盗
や
強
姦
の
被
害
者
と
い
っ
た
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
予
想
さ
れ
る
類
型
の
結
果
的
加
重
犯
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
範

囲
で
精
神
的
障
害
に
よ
る
致
傷
罪
を
肯
定
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
）
108
（
る
。
い
わ
ゆ
る
「
織
り
込
み
済
み
の
理
論
」
に
つ
い
て
の
検
討
で

あ
）
109
（

る
。
ま
た
、
現
行
刑
法
の
傷
害
罪
が
、
旧
刑
法
の
「
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
と
は
異
な
り
、
傷
害
惹
起
の
方
法
に
限
定
が
な
い
こ
と
と
も
相

俟
っ
て
問
題
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
者
の
シ
ョ
ッ
ク
損
害
」
の
事
例
の
検
討
も
課
題
の
一
つ
で
あ
）
110
（
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
障
害
を
取
り
込
む
こ
と
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
結
果
的
加
重
犯
の
成
立
要
件
の
問
題
や
傷
害
惹
起
手
段

の
無
限
定
性
の
問
題
、
因
果
関
係
な
い
し
帰
属
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
日
を
期
し
た
い
。

（
1
）  

拙
稿
「
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に

―
」
法
学
政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
）
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
六
頁
以
下
。

（
2
）  

拙
稿
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
」
法
学
政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）
九
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
七
頁

以
下
。

（
3
）  

拙
稿
「
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
み
る
傷
害
概
念

―
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に

―
」
法
学
政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
）
九
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
七
頁
以
下
。

（
4
）  

傷
害
の
意
義
の
箇
所
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
の
精
神
的
障
害
も
傷
害
に
該
当
す
る
と
説
明
す
る
も
の
（
た
と
え
ば
西
田
典
之
『
刑
法
各
論
〔
第
六

版
〕』（
二
〇
一
二
年
）
四
一
頁
）
の
ほ
か
、
無
形
的
方
法
に
よ
る
傷
害
の
例
と
し
て
（
も
）「
人
を
畏
怖
さ
せ
て
精
神
障
害
を
生
じ
さ
せ
た
場

合
」
等
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
（
た
と
え
ば
大
谷
實
『
刑
法
講
義
各
論
〔
新
版
第
四
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
二
六
頁
等
）。
後
者
は
、
精
神
的
障

害
も
傷
害
に
該
当
す
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

（
5
）  

林
美
月
子
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
傷
害
」
神
奈
川
法
学
三
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
一
九
頁
以
下
が
こ
の
趣
旨
を
主
張
す
る
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。

そ
の
後
、
林
幹
人
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
と
傷
害
」
判
時
一
九
一
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
頁
以
下
〔
同
『
判
例
刑
法
』（
二
〇
一
一
年
）
二
四
七
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頁
以
下
に
所
収
〕
は
明
確
に
傷
害
概
念
を
身
体
的
な
内
容
に
限
定
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
原
芳
博
「
身
体
に
対
す
る
罪
・
そ

の
一
」
法
セ
六
八
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
四
頁
以
下
は
、
精
神
的
障
害
の
傷
害
該
当
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
文
理
上
の
疑
義
等
を
指

摘
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
に
つ
い
て
概
念
の
不
明
確
性
を
理
由
と
し
て
、
現
時
点
で
は
ま
だ
犯
罪
と
す
べ
き
で
な
い
旨
を
主
張
す
る

杉
田
雅
彦
氏
の
一
連
の
論
稿
が
あ
る
（
日
本
賠
償
科
学
会
編
『
賠
償
科
学
〔
改
訂
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
二
二
一
頁
以
下
等
）。

（
6
）  
岡
田
朝
太
郎
『
刑
法
各
論
』〔
同
『
刑
法
論
〔
第
四
版
〕』（
一
九
二
九
年
）
所
収
〕
二
六
七
頁
以
下
。

（
7
）  
山
口
厚
「
傷
害
の
意
義
」
法
教
三
〇
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
九
三
頁
以
下
〔
同
『
新
判
例
か
ら
見
た
刑
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
八
年
）
一
〇

七
頁
以
下
に
所
収
〕。

（
8
）  

井
田
良
「
傷
害
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」
刑
ジ
ャ
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
一
七
頁
。

（
9
）  

佐
伯
仁
志
「
身
体
に
対
す
る
罪
」
法
教
三
五
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
四
頁
。

（
10
）  

ほ
か
に
、
山
岡
萬
之
助
『
刑
法
原
理
〔
第
四
版
〕』（
一
九
一
四
年
）
三
四
四
頁
、
島
田
武
夫
『
刑
法
概
論
（
各
論
）』（
一
九
三
四
年
）
一
七
〇

頁
、
泉
二
新
熊
『
日
本
刑
法
論
下
巻
（
各
論
）〔
訂
正
四
十
四
版
〕』（
一
九
三
九
年
）
五
一
九
頁
以
下
、
宮
内
裕
『
新
訂
刑
法
各
論
講
義
』（
一
九

六
二
年
）
二
〇
頁
、
木
村
亀
二
『
刑
法
各
論
』（
一
九
六
七
年
）
二
一
頁
、
伊
達
秋
雄
『
増
補
刑
法
入
門
』（
一
九
六
八
年
）
三
一
八
頁
、
小
泉
英

一
『
刑
法
各
論
』（
一
九
六
九
年
）
一
七
九
頁
、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
各
論
』（
一
九
七
六
年
）
一
九
三
頁
以
下
、
小
暮
得
雄
ほ
か
編
『
刑
法
講

義
各
論
』（
一
九
八
八
年
）
三
四
頁
〔
町
野
朔
〕、
平
川
宗
信
『
刑
法
各
論
』（
一
九
九
五
年
）
五
二
頁
、
福
田
平
『
全
訂
刑
法
各
論
〔
第
三
版
増

補
版
〕』（
二
〇
〇
二
年
）
一
五
一
頁
、
堀
内
捷
三
『
刑
法
各
論
』（
二
〇
〇
三
年
）
三
九
頁
、
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
各
論
）〔
第
三
版
増
補

版
〕』（
二
〇
〇
五
年
）
二
五
頁
、
伊
藤
渉
ほ
か
著
『
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
刑
法
各
論
』（
二
〇
〇
七
年
）
四
三
頁
〔
島
田
聡
一
郎
〕、
斉
藤
信
治
『
刑
法

各
論
〔
第
四
版
〕』（
二
〇
一
四
年
）
一
九
頁
、
四
〇
八
頁
以
下
等
多
数
。

（
11
）  

新
保
勘
解
人
『
日
本
刑
法
要
論
各
論
』（
一
九
二
七
年
）
三
四
一
頁
。

（
12
）  

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
三
浦
愛
「
イ
ギ
リ
ス
刑
法
に
お
け
る
精
神
的
障
害
と
嫌
が
ら
せ
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
年
誌
（
東
北
学
院
大

学
）（
二
〇
〇
九
年
）
六
三
頁
以
下
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
議
論
の
紹
介
も
参
照
。

（
13
）  

こ
の
見
解
に
関
し
て
は
、
神
経
の
障
害
が
は
っ
き
り
し
な
い
（
証
明
で
き
な
い
）
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
、
精
神
的
障
害
が
あ
れ
ば
神
経
の
障

害
が
あ
る
も
の
と
し
て
傷
害
該
当
性
を
認
め
る
の
か
、
神
経
の
障
害
が
認
め
ら
れ
な
い
（
証
明
で
き
な
い
）
以
上
は
傷
害
該
当
性
を
否
定
す
る
の

か
は
判
然
と
し
な
い
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
説
明
方
法
は
違
う
も
の
の
、
直
截
に
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
見
解
と
同
様
の
結
論
と
な
り
、

後
者
で
あ
れ
ば
身
体
症
状
限
定
説
と
同
様
の
結
論
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。



法学政治学論究　第102号（2014.9）

24

（
14
）  

別
の
箇
所
に
は
「
有
形
的
ニ
肉
体
ニ
対
シ
影
響
ヲ
与
フ
ル
場
合
ハ
勿
論
、
無
形
的
ニ
精
神
ニ
対
シ
影
響
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
身
体
傷
害
ヲ

惹
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
。」
と
の
記
述
も
あ
る
。
新
保
・
前
掲
注
（
11
）
三
四
三
頁
。

（
15
）  

林
幹
人
『
刑
法
各
論
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
七
年
）
四
八
頁
。
な
お
、
内
田
文
昭
『
刑
法
各
論
〔
第
三
版
〕』（
一
九
九
六
年
）
二
六
頁
に
は
、

「
脅
迫
…
…
に
よ
る
傷
害
も
不
可
能
で
は
な
い
。
本
来
、
傷
害
と
は
、
純
粋
に
精
神
的
・
心
理
的
悪
変
（
悪
化
）
を
含
む
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
精
神
的
な
作
用
が
身
体
的
・
生
理
的
な
機
能
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
16
）  
林
幹
人
・
前
掲
注
（
5
）
四
頁
。

（
17
）  

松
原
・
前
掲
注
（
5
）
一
〇
七
頁
。

（
18
）  

な
お
、
関
連
判
例
・
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
九
六
頁
以
下
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
紹
介
・

整
理
を
試
み
た
。
ほ
か
に
、
野
村
和
彦
「
傷
害
概
念
と
精
神
障
害
」
日
本
法
学
七
九
巻
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
六
頁
以
下
等
参
照
。

（
19
）  

刑
集
五
九
巻
二
号
五
四
頁
。

（
20
）  

本
件
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
大
野
勝
則
「
判
解
」
最
判
解
刑
事
篇
平
成
一
七
年
度
五
九
頁
以
下
の
ほ
か
、
江
口
和
伸
「
判
批
」
研
修
六
八

五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
頁
以
下
、
島
岡
ま
な
「
判
批
」
法
教
三
〇
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
四
頁
以
下
、
町
田
鉄
男
「
判
批
」
警
察
公
論
六

〇
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
七
七
頁
以
下
、
十
河
太
朗
「
判
批
」
受
新
六
五
七
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
二
頁
以
下
、
山
口
・
前
掲
注
（
7
）
九

一
頁
以
下
、
豊
田
兼
彦
「
判
批
」
法
セ
六
一
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
二
一
頁
、
林
幹
人
・
前
掲
注
（
5
）
三
頁
以
下
、
内
海
朋
子
「
判
批
」

ジ
ュ
リ
一
三
三
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
六
三
頁
以
下
、
柑
本
美
和
「『
暴
行
』
と
『
傷
害
』

―
『
奈
良
騒
音
傷
害
事
件
』
最
高
裁
決
定
に
お

け
る
『
騒
音
に
よ
る
傷
害
罪
』
を
機
縁
と
し
て

―
」
上
智
法
学
論
集
五
〇
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
五
頁
以
下
、
對
馬
直
紀
「
判
批
」
判

時
一
九
六
二
号
（
判
評
五
八
〇
号
）（
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
六
頁
以
下
、
五
藤
恵
梨
子
「
判
批
」
法
研
会
論
集
（
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
）
二
一

巻
一
・
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
四
〇
頁
以
下
、
福
山
道
義
「
判
批
」
西
田
典
之
ほ
か
編
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第
六
版
〕』（
二
〇
〇
八

年
）
一
二
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
21
）  

最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
（
判
例
⑦
）
に
関
す
る
佐
藤
剛
「
判
批
」
警
論
六
六
巻
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
七
五
頁
（
注
10
）
は
、
最
決

平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
（
判
例
①
）
に
つ
い
て
「
身
体
的
な
苦
痛
を
伴
う
症
状
を
発
生
さ
せ
た
事
案
で
あ
り
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
そ
の
も
の
を

『
傷
害
』
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
山
口
・
前
掲
注
（
7
）
九
四
頁
、
大
野
・
前
掲
注
（
20
）
七
二
頁
（
注
10
）
も

参
照
。
な
お
、
野
村
・
前
掲
注
（
18
）
四
〇
頁
に
も
同
旨
の
指
摘
が
あ
る
。

（
22
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
名
古
屋
地
判
平
成
六
年
一
月
一
八
日
（
判
例
③
）
で
、
傷
害
結
果
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
不
安
及
び
抑
う
つ
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状
態
」
で
あ
り
、
被
害
者
に
「
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
さ
せ
」
た
点
は
傷
害
結
果
と
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

（
23
）  

判
時
九
四
三
号
一
二
二
頁
。

（
24
）  

こ
れ
と
同
時
期
の
事
件
と
し
て
、
渥
美
東
洋
「
電
話
の
利
用
と
犯
罪
」
ジ
ュ
リ
七
二
三
号
（
一
九
八
〇
年
）
九
一
頁
に
は
、「
連
日
連
夜
隣
家

の
子
供
の
声
が
う
る
さ
く
、
そ
れ
が
自
分
が
経
営
す
る
塾
の
外
国
語
の
レ
ッ
ス
ン
の
邪
魔
に
な
る
と
感
じ
た
」
者
が
、「
隣
家
を
転
居
さ
せ
る
目

的
で
昭
五
〇
・
四
〜
五
一
・
五
・
二
七
ま
で
連
日
連
夜
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
数
回
電
話
を
か
け
、
そ
の
た
め
隣
家
の
妻
を
精
神
神
経
症
、

頭
痛
症
に
か
か
ら
せ
傷
害
を
加
え
た
」
事
件
（
昭
和
五
二
年
八
月
一
八
日
に
傷
害
罪
で
検
挙
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）  

匿
名
解
説
「
判
解
」
判
時
九
四
三
号
（
一
九
七
九
年
）
一
二
二
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
香
川
達
夫
「
無
形
力
行
使
と
傷
害
」
警
研
五
二
巻
八
号

（
一
九
八
一
年
）
六
頁
以
下
は
、「
い
や
が
ら
せ
電
話
」
に
関
す
る
「
非
常
に
興
味
の
あ
る
一
個
の
判
決
例
」
と
し
て
本
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
26
）  

判
タ
八
五
八
号
二
七
二
頁
。

（
27
）  

本
件
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
最
新
判
例
研
究
会
「
判
批
」
捜
研
五
二
一
号
（
一
九
九
五
年
）
八
九
頁
以
下
、
野
口
元
郎
「
判
批
」
研
修
五

八
四
号
（
一
九
九
七
年
）
七
一
頁
以
下
が
あ
る
。

（
28
）  

判
タ
一
〇
五
六
号
二
七
七
頁
。

（
29
）  

本
件
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
大
山
弘
「
判
批
」
法
セ
ミ
五
五
七
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
五
頁
、
甲
斐
行
夫
「
判
批
」
研
修
六
三
九
号

（
二
〇
〇
一
年
）
二
九
頁
以
下
、
内
田
博
文
「
判
批
」
重
判
平
成
一
二
年
度
（
ジ
ュ
リ
一
二
〇
二
号
）（
二
〇
〇
一
年
）
一
五
二
頁
以
下
、
安
田
拓

人
「
判
批
」
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
一
（
法
教
二
五
八
号
別
冊
付
録
）（
二
〇
〇
二
年
）
三
一
頁
、
緒
方
あ
ゆ
み
「
判
批
」
同
志
社
法
学
五
四
巻
一
号

（
二
〇
〇
二
年
）
二
九
二
頁
以
下
、
佐
々
木
和
夫
「
判
批
」
現
刑
三
九
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
七
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
30
）  

熊
本
地
判
平
成
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
公
刊
物
未
登
載
。
な
お
、
甲
斐
・
前
掲
注
（
29
）
三
一
頁
に
よ
れ
ば
、
同
原
審
は
「
被
害
者
両
名
の
症

状
が
傷
害
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
特
段
の
補
足
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
31
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
判
例
⑤
に
関
す
る
船
山
泰
範
「
判
批
」
現
刑
四
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）
六
三
頁
や
大
野
・
前
掲
注
（
20
）
七
二
頁
（
注

12
）
等
参
照
。

（
32
）  

判
タ
一
〇
八
一
号
二
九
一
頁
。

（
33
）  

本
件
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
松
原
久
利
「
判
批
」
受
新
五
二
巻
六
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
四
頁
以
下
、
船
山
・
前
掲
注
（
31
）
五
八
頁
以

下
等
が
あ
る
。

（
34
）  

判
タ
一
三
五
三
号
二
五
二
頁
。
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（
35
）  

本
件
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
福
嶋
一
訓
「
判
批
」
捜
研
七
三
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
六
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
36
）  

さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
一
年
一
二
月
二
五
日
公
刊
物
未
登
載
。

（
37
）  

刑
集
六
六
巻
八
号
七
〇
九
頁
。

（
38
）  
本
件
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
匿
名
解
説
「
判
解
」
判
タ
一
三
八
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
〇
頁
の
ほ
か
、
杉
田
雅
彦
「
判
批
」
交
通
事

故
判
例
速
報
五
五
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
一
頁
以
下
、
神
村
昌
通
「
判
批
」
研
修
七
七
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
頁
以
下
、
豊
田
兼
彦
「
判

批
」
法
セ
ミ
六
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
四
三
頁
、
近
藤
和
哉
「
判
批
」
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
二
﹇
Ⅰ
﹈（
法
教
三
八
九
号
別
冊
付
録
）（
二
〇
一

三
年
）
三
四
頁
、
深
野
友
裕
「
判
批
」
警
察
公
論
六
八
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
八
八
頁
以
下
、
田
川
靖
紘
「
判
批
」
刑
ジ
ャ
三
五
号
（
二
〇
一

三
年
）
一
四
五
頁
以
下
、
前
田
雅
英
「
判
批
」
同
『
最
新
重
要
判
例
二
五
〇
〔
刑
法
〕〔
第
九
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
一
三
二
頁
、
島
岡
ま
な

「
判
批
」
重
判
平
成
二
四
年
度
（
ジ
ュ
リ
一
四
五
三
号
）（
二
〇
一
三
年
）
一
五
七
頁
以
下
、
佐
藤
・
前
掲
注
（
21
）
一
六
五
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
39
）  

こ
の
点
に
関
し
て
、
大
場
茂
馬
『
刑
法
各
論
上
巻
〔
第
十
一
版
〕』（
一
九
二
二
年
）
二
七
九
頁
に
は
、「
久
シ
ク
監
禁
シ
タ
ル
カ
爲
メ
被
害
者

カ
精
神
病
ニ
陥
リ
タ
ル
カ
如
キ
」
場
合
が
「
監
禁
ニ
因
ル
致
傷
害
ノ
例
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
40
）  LLI/D

B 06820092

。
な
お
、
高
検
速
報
（
広
島
）
平
成
二
五
年
度
一
号
一
頁
以
下
に
要
旨
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）  

原
審
は
、
岡
山
地
判
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
（LEX/D

B 25483118

）
で
あ
る
。
原
審
に
関
す
る
評
釈
等
と
し
て
、
杉
田
雅
彦
「
判
批
」

医
療
判
例
解
説
四
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
二
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
42
）  

最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
（
判
例
⑦
）
の
原
審
（
東
京
高
判
平
成
二
二
年
九
月
二
四
日
）
も
同
様
で
あ
る
。

（
43
）  

最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
（
判
例
⑦
）
に
関
す
る
匿
名
解
説
・
前
掲
注
（
38
）
一
二
一
頁
等
参
照
。

（
44
）  

深
谷
善
三
郎
編
『
刑
法
改
正
予
備
草
案
　
盗
犯
等
防
止
法
解
説
』（
一
九
三
〇
年
）
六
二
頁
。

（
45
）  

我
妻
栄
編
集
代
表
『
旧
法
令
集
』（
一
九
六
八
年
）
七
四
五
頁
。

（
46
）  

法
務
省
刑
事
局
編
『
改
正
刑
法
準
備
草
案
　
付
同
理
由
書
』（
一
九
六
一
年
）
六
一
頁
。
理
由
は
二
六
五
頁
以
下
。

（
47
）  

法
務
省
刑
事
局
編
『
改
正
刑
法
草
案
の
解
説
』（
一
九
七
五
年
）
二
六
七
頁
以
下
。

（
48
）  

法
務
省
刑
事
局
編
・
前
掲
注
（
47
）
二
七
〇
頁
。

（
49
）  

条
文
の
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
一
九
七
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
』（
法
務
資
料
第
四
二
三
号
）（
一
九
七
五

年
）
を
参
照
し
た
。

（
50
）  O

G
H
 31. 7. 1986 （SSt 57/56=13 O

s 98/86

）, O
G
H
 23. 9. 2004 （12 O

s 79/04

）.
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（
51
）  O

tto Leukauf/H
erbert Steininger, Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 3. Aufl. 1992, 

§ 83, Rz. 10; M
anfred Burgstaller/Ernst 

Eugen Fabrizy, in: Frank H
öpfel/Eckart Ratz （H

rsg.

）, W
iener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 2002, 

§ 83, Rz. 9.
（
52
）  Erläuternde Bem

erkungen zur Regierungsvor lage zum
 StG
B （1971

）, S. 212.
（
53
）  Burgstaller/Fabrizy

（
前
掲
注
（
51
））
§ 83, Rz. 9.

（
54
）  Christian Bertel/Klaus Schw

aighofer, Ö
sterreichisches Strafrecht, Besonderer Teil I, 12. Aufl. 2012, 

§ 83, Rz. 4.

（
55
）  Bertel/Schw

aighofer

（
前
掲
注
（
54
））
§ 83, Rz. 4.

（
56
）  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
七
条
二
項
参
照
。

（
57
）  

た
と
え
ば
、
重
強
盗
罪
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
一
四
三
条
参
照
。

（
58
）  

ほ
か
に
、
一
定
の
因
果
経
過
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
一
〇
一
頁
以
下
参
照
。

（
59
）  

条
文
の
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
編
『
ド
イ
ツ
刑
法
典
』（
法
務
資
料
第
四
六
一
号
）（
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
60
）  BG

H
St 48, 34 （= BG

H
 N
StZ 2003, 149

）.

（
61
）  H

ans Lilie, in: Burkhard Jähnke/H
einrich W

ilhelm
 Laufhütte/W

alter O
dersky 

（H
rsg.

）, Leipziger Kom
m
entar zum

 Strafge-
setzbuch, 11. Aufl. 2000, 

§ 223, Rn. 15.

（
62
）  

拙
稿
・
前
掲
注
（
2
）
五
〇
頁
以
下
。

（
63
）  G

abriele W
olfslast, Psychotherapie in den G

renzen des Rechts, 1985, S. 3ff.; W
olfgang Joecks, in: W

olfgang Joecks/Klaus 
M
iebach （H

rsg.

）, M
ünchener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 2012, 

§ 223, Rn. 28; Adolf Schönke/H
orst Schröder/

Albin Eser, Strafgesetzbuch, Kom
m
entar, 29. Aufl. 2014, 

§ 223, Rn. 6.

（
64
）  Schönke/Schröder/Eser （
前
掲
注
（
63
））
§ 223, Rn. 1.

（
65
）  

拙
稿
・
前
掲
注
（
2
）
四
七
頁
以
下
。

（
66
）  

拙
稿
・
前
掲
注
（
2
）
五
四
頁
以
下
。

（
67
）  

旧
刑
法
三
〇
〇
条
一
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
其
両
目
ヲ
瞎
シ
両
耳
ヲ
聾
シ
又
ハ
両
肢
ヲ
折
リ
及
ヒ
舌
ヲ
断
チ
陰
陽

ヲ
毀
敗
シ
若
ク
ハ
知
覚
精
神
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
篤
疾
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
軽
懲
役
ニ
処
ス
」。

（
68
）  

旧
刑
法
三
〇
一
条
の
各
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
二
十
日
以
上
ノ
時
間
疾
病
ニ
罹
リ
又
ハ
職
業
ヲ
営
ム
コ
ト
能
ハ

サ
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
一
年
以
上
三
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス
」、
②
「
其
疾
病
休
業
ノ
時
間
二
十
日
ニ
至
ラ
サ
ル
者
ハ
一
月
以
上
一
年
以
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下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス
」、
③
「
疾
病
休
業
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
身
体
ニ
創
傷
ヲ
成
シ
タ
ル
者
ハ
十
一
日
以
上
一
月
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス
」。

（
69
）  

内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕
⑹
　
日
本
立
法
資
料
全
集
26
』（
一
九
九
五
年
）
三
五
三
頁
。

（
70
）  

西
原
春
夫
ほ
か
編
著
『
旧
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕
⑶
―
Ⅲ
　
日
本
立
法
資
料
全
集
34
』（
一
九
九
七
年
）
一
七
〇
頁
以
下
。

（
71
）  
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕
⑵
　
日
本
立
法
資
料
全
集
21
』（
一
九
九
三
年
）
一
七
二
頁
。

（
72
）  
亀
山
貞
義
校
閲
、
溝
淵
正
気
・
藤
田
次
郎
共
著
『
新
旧
対
照
刑
法
草
案
理
由
書
』（
一
八
九
八
年
）。

（
73
）  
亀
山
校
閲
・
前
掲
注
（
72
）
二
七
七
頁
。

（
74
）  

内
田
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
69
）
一
四
四
頁
。

（
75
）  

内
田
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
69
）
二
三
七
頁
。

（
76
）  

詳
し
く
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
3
）
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
77
）  

林
幹
人
・
前
掲
注
（
5
）
四
頁
以
下
参
照
。

（
78
）  

神
村
・
前
掲
注
（
38
）
二
二
頁
以
下
等
参
照
。

（
79
）  

松
原
・
前
掲
注
（
5
）
一
〇
七
頁
参
照
。
な
お
、
民
法
七
一
〇
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
も
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
精
神
病
に
な
っ
た
場
合
に
、

「
身
体
」
を
害
し
た
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
　
民
法
議

事
速
記
録
五
』（
一
九
八
四
年
）
四
四
六
頁
以
下
参
照
。

（
80
）  

磯
部
四
郎
『
改
正
刑
法
正
解
〔
復
刻
版
〕（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
34
）』（
一
九
九
五
年
〔
一
九
〇
七
年
〕）
四
一
〇
頁
。

（
81
）  

磯
部
・
前
掲
注
（
80
）
四
一
〇
頁
。

（
82
）  

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
刑
法
草
案
註
釈
（
下
巻
）〔
復
刻
版
〕』（
一
九
八
八
年
〔
一
八
八
六
年
〕）
三
二
七
頁
以
下
、

一
〇
五
二
頁
以
下
及
び
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
刑
法
草
案
註
釈
（
仏
）〔
復
刻
版
〕』（
一
九
八
八
年
〔
一
八
八
六
年
〕）
八
八
七
頁
以
下
、
一
三
二
四
頁

も
参
照
。

（
83
）  

岡
田
庄
作
『
刑
法
原
論
〔
増
訂
第
十
五
版
〕』（
一
九
二
四
年
）
四
二
三
頁
以
下
。

（
84
）  

岡
田
・
前
掲
注
（
83
）
四
二
四
頁
。

（
85
）  

団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（
5
）〔
再
版
〕』（
一
九
六
八
年
）
七
五
頁
〔
小
暮
得
雄
〕。
同
旨
、
大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法

〔
第
二
版
〕
第
一
〇
巻
』（
二
〇
〇
六
年
）
三
八
七
頁
〔
渡
辺
咲
子
〕
等
。

（
86
）  

林
幹
人
・
前
掲
注
（
5
）
四
頁
。



日本刑法における傷害概念と精神的障害

29

（
87
）  

も
っ
と
も
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
に
精
神
を
含
め
る
見
解
を
支
持
す
る
者
の
中
に
も
傷
害
（
健
康

侵
害
）
に
は
該
当
し
な
い
と
主
張
す
る
者
が
存
在
す
る
（Joecks

（
前
掲
注
（
63
）Vor

§ 223 ff., Rn. 5.

）。
日
本
で
は
、
傷
害
罪
等
の
成
立
を

認
め
る
べ
き
と
す
る
見
解
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
林
幹
人
・
前
掲
注
（
5
）
五
頁
も
参
照
）。

（
88
）  
名
古
屋
高
金
沢
支
判
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
一
四
日
高
刑
集
一
八
巻
六
号
六
九
一
頁
等
。

（
89
）  
最
判
昭
和
二
四
年
一
二
月
一
〇
日
集
刑
一
五
号
二
七
三
頁
等
。

（
90
）  
板
倉
宏
『
刑
法
各
論
』（
二
〇
〇
四
年
）
三
二
頁
は
「
た
ん
な
る
ス
ト
レ
ス
は
傷
害
に
当
た
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

（
91
）  

も
っ
と
も
、
学
説
に
お
い
て
は
、「
騒
音
、
悪
臭
、
光
線
な
ど
に
よ
つ
て
、
精
神
的
打
撃
を
加
え
る
こ
と
も
傷
害
で
あ
る
」
と
し
て
、
や
や
広

く
傷
害
を
認
め
る
か
の
よ
う
な
見
解
も
あ
る
（
滝
川
幸
辰
『
増
補
　
刑
法
各
論
』（
一
九
六
八
年
）〔
団
藤
重
光
ほ
か
編
『
滝
川
幸
辰
刑
法
著
作
集
　

第
二
巻
』（
一
九
八
一
年
）
所
収
。
引
用
は
同
著
作
集
に
よ
る
。〕
二
七
〇
頁
）。
ま
た
、「
近
時
は
心
理
的
外
傷
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
か
ら
、
今
後
そ
れ
も
『
傷
害
』
と
し
て
考
え
て
ゆ
く
方
向
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
植
松
正
『
刑
法
概
論
Ⅱ
各
論
〔
再

訂
版
〕』（
一
九
七
五
年
）
二
五
四
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
精
神
的
外
傷
も
傷
害
だ
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
（
植
松
）、
精
神
的
外
傷
そ
の
も
の
で

は
な
く
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
に
障
害
が
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
傷
害
だ
と
考
え
る
の
が
よ
い
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
齋
藤
誠
二
『
刑
法

講
義
各
論
Ⅰ
〔
新
訂
版
〕』（
一
九
七
九
年
）
一
五
八
頁
以
下
。

（
92
）  

新
保
・
前
掲
注
（
11
）
三
四
一
頁
。

（
93
）  

音
に
よ
る
暴
行
に
関
す
る
最
判
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日
刑
集
八
巻
八
号
一
二
七
七
頁
等
参
照
。

（
94
）  

新
保
・
前
掲
注
（
11
）
三
四
一
頁
以
下
。
な
お
、
齋
藤
・
前
掲
注
（
91
）
一
四
九
頁
も
参
照
。

（
95
）  V

gl. Bertel/Schaighofer

（
前
掲
注
（
54
））
§ 83, Rz. 4.

（
96
）  

「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
五
年
法
律
第
八
六
号
）
第
五
条
。

（
97
）  

た
だ
、
具
体
的
な
事
情
如
何
で
は
暴
行
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

（
98
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
小
倉
正
三
「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
傷
害
罪
の
成
立
」
小
林
充
先
生
佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀

刑
事
裁
判
論
集
刊
行
会
編
『
小
林
充
先
生
佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
論
集
　
上
巻
』（
二
〇
〇
六
年
）
三
四
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
99
）  

日
本
賠
償
科
学
会
編
・
前
掲
注
（
5
）
二
三
四
頁
〔
杉
田
〕
等
。

（
100
）  

融
道
夫
ほ
か
（
監
訳
）『
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
　
精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害

―
臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

―
〔
新
訂
版
〕』（
二
〇
〇
五
年
）。

（
101
）  

高
橋
三
郎
ほ
か
訳
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
Ｒ
　
精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
〔
新
訂
版
〕』（
二
〇
〇
三
年
）。
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（
102
）  

富
山
地
判
平
成
一
三
年
四
月
一
九
日
（
判
例
⑤
）
参
照
。

（
103
）  

高
橋
ほ
か
訳
・
前
掲
注
（
101
）
一
八
〇
頁
。

（
104
）  

甲
斐
・
前
掲
注
（
29
）
五
〇
頁
、
高
橋
則
夫
『
刑
法
各
論
』（
二
〇
一
一
年
）
四
六
頁
以
下
等
参
照
。

（
105
）  
い
わ
ば
、
診
断
基
準
を
用
い
て
不
可
視
的
な
人
の
精
神
状
態
の
可
視
化
作
業
を
行
う
も
の
と
い
え
る
。

（
106
）  
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
五
月
九
日
（
判
例
④
）、
東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
九
日
（
判
例
⑥
）。

（
107
）  
福
嶋
・
前
掲
注
（
35
）
三
三
頁
。
神
戸
地
判
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
を
否
定
し
て
、「
適
応
障

害
」
と
し
た
。

（
108
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
松
原
・
前
掲
注
（
5
）
一
〇
八
頁
以
下
等
参
照
。

（
109
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
井
猛
嘉
ほ
か
著
『
刑
法
各
論
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
三
四
頁
以
下
〔
小
林
憲
太
郎
〕
等
参
照
。

（
110
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
井
田
・
前
掲
注
（
8
）
一
一
八
頁
、
吉
田
敏
雄
『
刑
法
理
論
の
基
礎
〔
第
三
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
三
九
三
頁
参
照
。

〔
追
記
〕
校
正
の
段
階
で
、
柑
本
美
和
「
刑
法
上
の
傷
害
と
精
神
的
障
害
」
岩
瀬
徹
ほ
か
編
集
代
表
『
町
野
朔
先
生
古
稀
記
念
　
刑
事
法
・
医
事
法
の

新
た
な
展
開
　
上
巻
』（
二
〇
一
四
年
）
三
九
一
頁
以
下
に
接
し
た
。
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藪
中　

悠
（
や
ぶ
な
か
　
ゆ
う
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
　
助
教

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

所
属
学
会
　
　
日
本
刑
法
学
会

専
攻
領
域
　
　
刑
法

主
要
著
作
　
　 「
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議
論

を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
）

　
　
　
　
　
　 「
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
み
る
傷
害
概
念

―
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を

中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
三
年
）

　
　
　
　
　
　 「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
十
九

号
（
二
〇
一
三
年
）


